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１ 

 

 
 
 

「
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

出
入
国
在
留
管
理
庁
（
以
下
「
入
管
庁
」
と
い
う
。
）
は
、
令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
に
「
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
（
以
下
「
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。
）
を
公
表
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
管
庁
の
公
表
し
た
資

料
は
わ
ず
か
二
頁
の
み
で
あ
り
、
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
対
象
の
定
義
や
範
囲
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
は
な
く
、
運
用
の
透
明
性
に

疑
義
が
あ
る
。
以
下
、
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

一 

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
「
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
外
国
人
」
が
国
民
の
不
安
の
原
因
で
あ
り
、
「
速
や
か
に
我
が
国
か

ら
退
去
さ
せ
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

「
ル
ー
ル
」
と
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
行
為
義
務
・
遵
守
事
項
の
こ
と
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
広
く
社
会
規
範
・

慣
習
・
行
政
上
の
基
準
な
ど
を
含
む
の
か
、
具
体
的
な
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

「
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
」
と
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。
判
断
す
る
主
体
及
び
そ
の
基
準
・
要
件
を
具
体

的
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

２
の
判
断
の
結
果
は
、
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
策
定
以
降
の
入
管
庁
の
運
用
に
お
い
て
、
行
政
処
分
・
退
去
強
制
手
続
に
ど
の
よ

う
に
影
響
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

 
４ 

１
か
ら
３
ま
で
の
内
容
及
び
運
用
状
況
は
、
速
や
か
に
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
公
表
の
予
定
の
有
無
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
公
表
す
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
公
表
す
る
の
か
。 

二 

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
前
提
と
な
る
「
国
民
の
間
で
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
」
状
況
と
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の

か
。
具
体
的
な
世
論
調
査
、
事
件
統
計
、
報
道
分
析
な
ど
の
有
無
及
び
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
は
、
「
誤
用
・
濫
用
的
な
難
民
認
定
申
請
を
繰
り
返
し
て
い
る
者
を
含
め
、
」
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
外
国
人

を
対
象
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

１ 

「
誤
用
・
濫
用
的
な
難
民
認
定
申
請
を
繰
り
返
し
て
い
る
者
」
の
他
に
ど
の
よ
う
な
類
型
の
外
国
人
が
対
象
に
な
る
の

か
、
具
体
例
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

令
和
六
年
末
時
点
で
明
ら
か
に
誤
用
・
濫
用
的
な
案
件
と
し
て
振
り
分
け
ら
れ
た
「
Ｂ
案
件
」
の
件
数
は
八
十
件
で
あ

る
（
参
議
院
議
員
石
橋
通
宏
君
提
出
我
が
国
に
お
け
る
難
民
認
定
の
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
参
質

二
一
七
第
一
九
一
号
）
）
が
、
初
回
申
請
者
で
あ
っ
て
も
「
誤
用
・
濫
用
的
」
と
し
て
「
Ｂ
案
件
」
に
振
り
分
け
ら
れ
る

の
か
。
振
り
分
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
八
十
件
の
う
ち
初
回
申
請
者
に
よ
る
申
請
は
何
件
か
。
ま
た
、
再
申
請
、
再
々
申

請
等
申
請
回
数
別
の
件
数
に
つ
い
て
も
併
せ
て
示
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
３ 

「
Ｂ
案
件
」
の
類
型
化
の
具
体
的
基
準
と
基
準
策
定
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
特
に
、
類
型
化
の
前
提
と
な
る
出
身
国

情
報
等
の
公
開
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

三
回
の
難
民
不
認
定
処
分
を
受
け
な
が
ら
も
、
裁
判
で
難
民
と
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
案
件
を
類

型
化
し
て
も
、
「
Ｂ
案
件
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
者
に
対
す
る
適
正
手
続
が
保
障
さ
れ
る
必
要
性
に
変
わ
り
は
な
い
。

運
用
変
更
後
の
申
請
者
の
反
証
機
会
の
有
無
及
び
手
続
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


